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令
和
8
年
度定

期
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

令
和
8
年
４
月
１
日
付

 （
新
任
）　
　
　 （
氏
名
）　
　
　 （
旧
任
）

本
　
　
店

監
査
部

部

長

松
尾
　
育
男
共

済

部

長

総
務
企
画
部

《
企
画
管
理
課
》

課

長

水
嶋
　
聖
人
総

務

課

課

長

代

理

課
長
代
理

本
杉
　
康
丞
審
査
管
理
課

課

長

代

理

《
総
務
課
》

係

長

高
橋
　
幸
男
企
画
管
理
課

係

長

課
付
係（
農
機
整
備

セ
ン
タ
ー
出
向
）
杉
山
　
秀
貴
農

機

燃

料

セ
ン
タ
ー
係

《
人
事
課
》

課

長

小
幡
　
晃
企
画
管
理
課
長

《
審
査
管
理
課
》

係

長

石
間
健
太
郎
榛
原
支
店
係
長

金
融
部

部

長

仲
田
　
訓
幸
監

査

部

長

部

付

古
川
　
公
紀
金
融
部
長
兼

資
金
運
用
課
長

《
資
金
運
用
課
》

課

長

飯
塚
　
直
規
資
金
運
用
課

課

長

代

理

係

長

半
田
　
渉
資
金
運
用
課

主

任

《
金
融
課
》

係

長

三
浦
佐
知
子
金
融
課
主
任

係

相
澤
　
粧
子
金
融
企
画
課
係

《
融
資
営
業
課
》

係

長

栗
林
　
祐
輔
相
良
支
店
係
長

共
済
部

部

長

兼

普
及
課
長

渡
辺
　
大
輔
普

及

課

長

《
業
務
課
》

主

任

杉
田
　
佳
那
榛
原
支
店
主
任

流
通
販
売
部

副
部
長
兼

茶
業
セ
ン
タ
ー
長

松
村
　
裕
介
副

部

長

兼

特

販

課

長

《
販
売
推
進
課
》

係

長

河
守
　
亮
臣
東
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係
長

《
特
販
課
・
ほ
う
せ
ん
館
》

課

長

沢
田
　
哲
也
特

販

課

課

長

代

理

ほ
う
せ
ん
館

店

長

細
川
　
昭
典
ほ
う
せ
ん
館

主

任

《
茶
業
セ
ン
タ
ー
》

係

伊
藤
　
天
子
東
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係

営
農
経
済
部

《
営
農
企
画
課
》

主

任

河
原
崎
佑
矢
西
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
主
任

《
組
合
員
相
談
課
》

主

任

青
島
　
麻
美
吉
田
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
主
任

《
購
買
課
・
葬
祭
セ
ン
タ
ー
》

係

長

青
島
　
達
也
東
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係
長

葬

祭

セ
ン
タ
ー
長

清
水
　
一
企
西
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係
長

支
　
　
店

《
御
前
崎
支
店
》

支

店

長

飯
高
　
敏
弘
人

事

課

長

代
理（
Ｌ
Ａ
）
永
田
　
光
吉

田

支

店

代
理（
Ｌ
Ａ
）

係

長

杉
田
　
千
春
業
務
課
係
長

係

飯
田
　
晟
矢
御
前
崎
支
店

係（
Ｍ

Ａ

）

係（
Ｍ
Ａ
）
伊
村
　
真
由
御
前
崎
支
店

係（
Ｌ

Ａ

）

係（
Ｌ
Ａ
）
西
原
　
杏
御
前
崎
支
店
係
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《
地
頭
方
支
店
》

支

店

長

髙
塚
由
加
里
御
前
崎
支
店
長

《
相
良
支
店
》

主

任

矢
部
　
希
金
融
課
主
任

係

渥
美
真
珠
子
住
吉
支
店
係

係

横
山
　
真
実
総
務
課
付
係

係

鈴
木
　
咲
菜
吉
田
支
店
係

係（
Ｍ
Ａ
）
菅
谷
　
大
飛
勝
間
田
支
店

係（
Ｍ

Ａ

）

《
榛
原
支
店
》

代

理

中
根
　
真
紀
榛

原

支

店

代
理（
Ｌ
Ａ
）

代

理

矢
部
憲
太
郎
御
前
崎
支
店

副
支
店
長（
Ｌ
Ａ
）

係

長

増
田
千
亜
紀
御
前
崎
支
店

係
長（
Ｌ
Ａ
）

係

長

間
宮
　
健
太
勝
間
田
支
店

係

長

係
長（
Ｌ
Ａ
）
飯
塚
　
吉
乃
榛
原
支
店
係
長

係

長

鈴
木
麻
里
恵
勝
間
田
支
店

主

任

係（
Ｌ
Ａ
）
石
橋
　
啓
吾
住
吉
支
店
係

《
勝
間
田
支
店
》

係
長（
Ｌ
Ａ
）
向
島
　
陽
子
吉
田
支
店
係
長

係

長
岡
　
実
優
総
務
課
付
係

係

藤
若
　
未
来
吉
田
支
店
係

《
吉
田
支
店
》

副
支
店
長

櫻
井
　
良
匡
住
吉
支
店
長

係

長

大
瀧
　
弘
美
吉
田
支
店
主
任

主

任

石
川
真
喜
子
住
吉
支
店
主
任

主
任（
Ｌ
Ａ
）
田
中
　
祐
矢
住

吉

支

店

主
任（
Ｌ
Ａ
）

�

●
Ｍ
Ａ
（
マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

年
金
・
貯
金
・
ロ
ー
ン
な
ど
の
ご
相
談
、
各
種
手
続

き
の
お
手
伝
い
を
承
り
ま
す
。

●
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

生
活
設
計
に
応
じ
た
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の

総
合
保
障
に
つ
い
て
ご
相
談
を
承
り
ま
す
。
　

主

任

伊
久
美
冴
子
吉
田
支
店
係

係

半
田
　
彩
華
相
良
支
店
係

係

金
澤
　
絢
美
御
前
崎
支
店
係

《
住
吉
支
店
》

支

店

長

石
神
　
雄
幸
地
頭
方
支
店
長

係

長

鈴
木
　
桃
子
住
吉
支
店
主
任

主
任（
Ｌ
Ａ
）
岩
本
　
幸
希
住

吉

支

店

主
任（
Ｍ
Ａ
）

係（
Ｌ
Ａ
）
岸
端
麻
衣
子
吉
田
支
店
係

係

河
本
　
未
悠
総
務
課
付
係

係

仁
藤
　
衣
穂
総
務
課
付
係

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

《
西
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
》

係

長

丹
所
　
大
介
東
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係
長

係

長

内
村
　
一
紀
購
買
課
係
長

係

長

柏
原
　
雅
彦
営
農
企
画
課

係

長

主

任

前
田
　
美
穂
西
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係

《
東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
》

代

理

良
知
　
弘
規
販
売
推
進
課

課

長

代

理

係

長

紅
林
　
慎
史
西
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係
長

主

任

村
下
　
篤
史
燃
料
セ
ン
タ
ー

主

任

係

鈴
木
　
愛
理
総
務
課
付
係

《
吉
田
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
》

係

杉
山
　
玲
音
総
務
企
画
部
付
係

《
西
部
農
機
修
理
セ
ン
タ
ー
》

係

長

小
杉
　
篤
農

機

燃

料

セ
ン
タ
ー
主
任

《
燃
料
セ
ン
タ
ー
》

係

鈴
木
　
啓
太
白
羽
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係

係

良
知
　
恵
太
東
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
係

（
嘱
託
・
パ
ー
ト

と
し
て
再
雇
用
）

（
氏
名
）

（
旧
任
）

農
機
燃
料

セ
ン
タ
ー
長（
嘱
託
）

谷
澤
　
和
俊
農

機

燃

料

セ
ン
タ
ー
長

特

販

課

（

嘱

託

）
吉
村
　
学
特
販
課
課
長
代
理
兼

ほ
う
せ
ん
館
店
長

茶
業
セ
ン
タ
ー

（

嘱

託

）
鈴
木
　
雅
志
茶
業
セ
ン
タ
ー
長

吉
田
支
店

（

嘱

託

）
杉
山
　
典
子
吉

田

支

店

副

支

店

長

東
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー（
嘱
託
）
長
野
　
文
和
購
買
課
課
長
代
理
兼

葬
祭
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
　
啓
太
東
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
代
理

定
年
退
職
者
・
早
期
定
年
退
職
者

定
年
退
職
者
・
早
期
定
年
退
職
者

長
き
に
わ
た
る
勤
務 

お
疲
れ
様
で
し
た
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（後列左から）丹所ＴＡ、八木ＴＡ、河原崎ＴＡ
（前列左から）立石常務、岩堀ＴＡ、八木組合長

　
金
融
企
画
課
は
、
萩
間
小
学
校
５

年
生
を
対
象
に
金
融
教
育
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
を
務
め
た
松
林
嗣
也
係

長
か
ら
説
明
を
受
け
、
児
童
ら
は
、

農
家
に
な
っ
た
つ
も
り
で
農
業
経
営

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
野
菜
の
収

穫
量
と
お
金
の
出
入
り
を
記
録
し
な

が
ら
、
お
金
の
使
い
方
、
Ｊ
Ａ
の
役

割
、
農
業
経
営
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
大
澤
洋
文
課
長
は「
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
み
な
が
ら
学
習
す
る
様
子

を
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」と
話

し
ま
し
た
。

　
企
画
管
理
課
は
、
組
合
員
や
地
域

住
民
に
Ｊ
Ａ
の
役
割
や
取
り
組
み
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
施
設
見

学
会
を
開
き
ま
し
た
。
坂
部
み
か
ん

選
果
場
で
は
、
東
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
の
櫻
井
知
明
係
長
が
選
果
選
別

の
基
準
や
出
荷
ま
で
の
流
れ
を
説

明
。
茶
業
セ
ン
タ
ー「
茶
ぐ
り
ん
」で

は
、
鈴
木
雅
志
セ
ン
タ
ー
長
が
機
械

の
役
割
と
製
造
工
程
を
説
明
し
ま
し

た
。
参
加
者
は「
普
段
は
見
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
を
見
学
で
き
て
楽
し
か
っ

た
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
営
農
企
画
課
は
、
本
店
で
営
農
技

術
員
一
人
１
課
題
実
践
運
動
発
表
会

を
開
き
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ（
テ
ク
ニ
カ

ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）７
人
が
参
加
し
、

自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
担

当
す
る
品
目
の
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
の
成
果
や
、
今
後
の
展
望

を
発
表
し
ま
し
た
。
審
査
は
、
八
木

達
良
組
合
長
や
立
石
善
也
常
務
ら
が

担
当
。
最
優
秀
賞
に
は「
新
規
複
合

品
目
オ
ク
ラ
～
農
福
連
携
に
お
け
る

農
業
振
興
～
」を
発
表
し
た
営
農
企

画
課
の
岩
堀
真
也
Ｔ
Ａ
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
岩
堀
Ｔ
Ａ
は「
農
福
連
携
に

取
り
組
み
、
管
内
の
オ
ク
ラ
の
生
産

拡
大
を
進
め
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
岩
堀
Ｔ
Ａ
は
、
10
月
に
開
か
れ
る
静

岡
県
農
業
協
同
組
合
営
農
技
術
員
会

全
体
研
修
会
で
、
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
代
表

と
し
て
成
果
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

説明する松林係長

金融教育＠萩間小学校

営農技術員一人１課題実践運動発表会

お金の使い方を学ぼう！
2/19

岩堀ＴＡが最優秀賞
2/19

2/12

櫻井係長㊨の説明を聞く参加者

ＪＡハイナン施設見学会
ＪＡを身近に感じて

発表する岩堀ＴＡ

■
受
賞
者

【
最
優
秀
賞
】

新
規
複
合
品
目
オ
ク
ラ
～
農
福

連
携
に
お
け
る
農
業
振
興
～

営
農
企
画
課　
　
岩
堀
真
也

【
優
秀
賞
】

令
和
11
年
イ
チ
ゴ
販
売
金
額

３
億
５
千
万
円
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み

東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
八
木
大
武

牧
之
原
産
地
に
お
け
る
有
機
茶
栽

培
及
び
碾
茶
生
産
体
制
の
構
築

東
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
丹
所
大
介

白
ネ
ギ
栽
培
に
お
け
る
土
壌
消

毒
後
の
土
壌
改
良
材
の
違
い
が

生
育
に
及
ぼ
す
影
響　

西
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
河
原
崎
佑
矢
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ほ
う
せ
ん
館
出
荷
者
協
議
会
は
本

店
で
栽
培
講
習
会
を
開
き
、
会
員
23

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
習
会
で

は
、(

株)

岩
倉
種
苗
店
の
担
当
者
が
、

春
・
夏
に
栽
培
す
る
野
菜
の
種
ま
き

や
定
植
の
時
期
を
説
明
し
た
他
、
低

温
・
高
温
対
策
に
有
効
な
資
材
を
紹

介
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
の

担
当
者
は
農
薬
の
適
正
な
使
用
方
法

を
説
明
。
使
用
基
準
の
確
認
や
、
他

作
物
か
ら
の
飛
散
に
注
意
す
る
よ
う

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ほ
う
せ
ん
館
ベ
ー
カ
リ
ー
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
店
内
に
加
工
場
を

整
備
し
た
た
め
、
焼
き
た
て
の
パ
ン

を
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
管

内
の
農
産
物
を
使
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ

あ
ん
ぱ
ん
や
レ
タ
ス
バ
ー
ガ
ー
な
ど

を
販
売
中
で
す
。
今
後
、
旬
の
農
産

物
を
使
っ
た
新
し
い
パ
ン
を
開
発
し
、

販
売
す
る
予
定
で
す
。
流
通
販
売
部

の
峯
野
利
也
部
長
は「
地
域
農
業
を

応
援
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
人
事
課
は
、
若
手
職
員
を
対
象
に

料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
女
性
部

本
部
役
員
６
人
の
指
導
の
も
と
、
２

年
目
職
員
が
農
業
体
験
研
修
で
白
ネ

ギ
を
栽
培
・
収
穫
し
た
こ
と
か
ら
、

白
ネ
ギ
を
使
っ
た
グ
ラ
タ
ン
や
ス
ー

プ
、
照
り
焼
き
丼
と
、
デ
ザ
ー
ト
の

計
４
品
を
作
り
ま
し
た
。
人
事
課
の

不
知
竜
也
課
長
代
理
は「
栽
培
・
収

穫
体
験
や
料
理
教
室
を
通
じ
て
、
地

域
農
業
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て

ほ
し
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

柑
橘
委
員
会
は
ミ
カ
ン「
青
島
温

州
」の
剪
定
講
習
会
を
開
き
、
22
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
果
樹
担
当
の
岡

村
剛
幸
Ｔ
Ａ
が
、
剪
定
の
注
意
点
や

目
的
を
説
明
。
近
年
の
高
温
や
乾
燥

を
ふ
ま
え
、
着
色
や
糖
度
を
良
く
し
、

安
定
生
産
に
つ
な
げ
る
た
め
の
剪
定

を
実
演
し
た
他
、
年
間
の
防
除
等
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
共
有
し
ま
し
た
。

岡
村
Ｔ
Ａ
は「
引
き
続
き
、
異
常
気

象
に
負
け
な
い
ミ
カ
ン
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

説明を聞く参加者ら

ほうせん館出荷者協議会栽培講習会

料理を盛り付ける職員

若手職員料理教室
野菜作りの要点を学ぶ
2/26

白ネギを使った料理作り
2/26

2/19

説明する岡村ＴＡ㊨と生産者ら

「青島温州」剪定講習会

2/26
安定生産に向けて

焼きたての「レタスたっぷりバーガー」

ご当地パンを販売中♪
ほうせん館ベーカリーオープン
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柑
橘
委
員
会
は
片
面
交
互
結
実
法

の
剪
定
講
習
会
を
開
き
、
15
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
果
樹
担
当
の
岡
村
剛

幸
Ｔ
Ａ
が
概
要
や
目
的
を
説
明
。
枝

切
り
ば
さ
み
や
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
て

剪
定
し
、
作
業
の
効
率
化
や
樹
勢
の

回
復
、
隔
年
結
果
の
是
正
な
ど
メ

リ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
青
島
温

州
」や「
は
る
み
」な
ど
、
隔
年
結
果

が
起
こ
り
や
す
い
品
種
を
栽
培
す
る

生
産
者
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

3/14 3/11

発表を聞くＪＡ職員と児童ら

「アースランチ」について発表＠川崎小学校
管内農産物を使ったレシピを考案
3/3

　
茶
業
功
労
者
賞
と
は
、
静
岡
県
各

地
域
に
お
い
て
茶
業
振
興
に
功
績
を

残
し
た
方
が
受
け
る
賞
で
す
。
森
木

さ
ん
は
、
カ
フ
ェ
の
経
営
や
お
茶
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
後
継
者
育
成
な
ど
地

域
茶
業
の
発
展
に
対
す
る
功
績
が
認

め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

牧之原市東萩間　
　　森木喜代治さん

管内生産者が茶業功労者賞受賞　
2/28

　
役
職
員
会
は
、
吉
田
町
学
習
ホ
ー

ル
で
令
和
７
年
度
役
職
員
大
会
を
開

き
ま
し
た
。
部
門
間
連
携
に
お
け
る

情
報
共
有
と
し
て
営
農
経
済
部
門
、

金
融
部
門
が
取
り
組
み
を
発
表
し
た

他
、
記
念
講
話
と
し
て
、
東
京
大
学

大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
特
任

教
授
・
名
誉
教
授
の
鈴
木
宣
弘
氏
が

「
食
料
安
全
保
障
と
Ｊ
Ａ
の
果
た
す

べ
き
役
割
」を
テ
ー
マ
に
、
農
家
組

合
員
や
地
域
住
民
と
協
力
し
、
食
料

の
安
定
供
給
を
支
え
る
重
要
性
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
川
崎
小
学
校
５
年
生
は
、
自
ら
栽

培
・
調
達
し
た
食
材
で
作
る
創
作
料

理「
ア
ー
ス
ラ
ン
チ
」の
開
発
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
Ｊ
Ａ
職

員
か
ら
レ
タ
ス
の
栽
培
に
つ
い
て
指

導
を
受
け
た
他
、
営
農
企
画
課
が
管

理
す
る
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を

体
験
。
こ
れ
ら
を
使
っ
た
ド
ラ
イ
カ

レ
ー
と
大
福
を
考
案
し
、
特
徴
や
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

営
農
企
画
課
の
岩
堀
真
也
Ｔ
Ａ
は

「
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
良

い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
」と

話
し
ま
し
た
。

挨拶する八木達良組合長

令和７年度役職員大会
組織として方向性を共有

　
茶
業
功
労
者
賞
と
い
う
名
誉
あ
る

賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
お
い
し

い
お
茶
作
り
を
追
求
し
て
き
た
茶
工

場
組
合
員
や
地
域
の
先
輩
方
、
茶
業

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
支
え
て
く
れ
た

家
族
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
引
き
続
き
お
い
し
い
お
茶
作
り
を

追
求
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
楽

し
さ
や
農
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
次
世

代
に
伝
え
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
木
喜
代
治

「青島温州」を剪定する岡村ＴＡ㊥

片面交互結実法の剪定講習会
作業の効率化へ
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ご 飯 を お い し く 楽 し も う

脳 ト レ！　 手 足 の 体 操

子どものお弁当はご飯とおかずが７対３

(1)�
右
手
は
人
さ
し
指
を
立
て
て
前
方
に
出

し
ま
す
。
左
手
は
親
指
を
立
て
て
胸
の

前
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。
立
っ
た
状
態

で
も
座
っ
た
状
態
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

(2)�

左
右
の
手
の
動
き
を
逆
に
し
ま
す
。
右

手
は
親
指
を
立
て
て
胸
の
前
に
持
っ
て

い
き
ま
す
。
左
手
は
人
さ
し
指
を
立
て

て
前
方
に
出
し
ま
す
。

(3)�
右
手
は
人
さ
し
指
と
中
指
を
立
て
て

前
方
に
出
し
ま
す
。
左
手
は
親
指
を

立
て
て
胸
の
前
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。

胸
の
前
の
手
は
必
ず
親
指
を
立
て
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

(4)�
左
右
の
手
の
動
き
を
逆
に
し
ま
す
。
左

手
は
人
さ
し
指
と
中
指
を
立
て
て
前
方

に
出
し
ま
す
。
右
手
は
親
指
を
立
て
て

胸
の
前
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。

指出し体操

　

４
月
か
ら
の
新
生
活
で
お
弁
当
が
必
要

に
な
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
お
弁
当
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　

お
弁
当
は
、
ご
飯
と
お
か
ず
の
割
合
が

６
対
４
に
な
る
の
が
理
想
で
す
。
子
ど
も

や
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
す
方
は
７
対
３
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
に
よ
っ
て

は
子
ど
も
の
運
動
不
足
も
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
基
本
的
に
小
さ
な
子
ど
も
は

常
に
動
き
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
人
以

上
に
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

近
年
で
は
、
穀
類
の
摂
取
量
が
減
少
傾

向
で
、
肉
や
乳
製
品
、
脂
質
の
摂
取
量
が

増
え
て
い
ま
す
。「
ご
飯
を
食
べ
る
と
太

る
」と
い
う
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
や
糖
質
制

限
ブ
ー
ム
な
ど
の
影
響
で
、
ご
飯
を
抜
い

て
お
か
ず
だ
け
を
食
べ
る
と
か
、
ご
飯
は

ほ
ん
の
少
し
し
か
食
べ
な
い
と
い
う
方
も

多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ご
飯
を
食
べ

な
い
と
満
足
感
が
得
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て

お
か
ず
を
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
な
ど
、
脂

質
と
塩
分
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。
現
代

の
食
生
活
は「
で
ん
ぷ
ん
不
足
」と「
脂
肪

過
剰
」の
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

現
代
で
は
子
ど
も
の
肥
満
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
他
、
子
ど
も
に
血
液
検
査
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
で
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
基
準
値
よ
り
も
高

い「
脂
質
異
常
」の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

炭
水
化
物
は
脂
質
に
比
べ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
消
費
さ
れ
や
す
く
、
特
に
白

飯
は
水
だ
け
で
調
理
で
き
る
た
め
、
お
米

が
含
有
し
て
い
る
脂
質
以
外
に
余
計
な
油

脂
類
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
粒
食
で
あ

る
た
め
比
較
的
消
化
や
吸
収
が
穏
や
か
で
、

食
後
に
高
血
糖
を
起
こ
し
に
く
い
と
い
わ

れ
て
い
る
他
、
腹
持
ち
が
良
い
た
め
間
食

に
手
が
伸
び
に
く
く
な
り
ま
す
。
昼
に

し
っ
か
り
と
ご
飯
を
食
べ
て
お
け
ば
、
夕

食
の
直
前
に
子
ど
も
が
お
や
つ
を
食
べ
た

が
る
こ
と
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

お
弁
当
作
り
だ
け
で
な
く
普
段
の
食
卓

で
も「
ご
飯
を
し
っ
か
り
食
べ
、
そ
の
比

率
を
増
や
す
こ
と
」を
意
識
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

両
手
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
で
右
脳
を
鍛
え
る
体
操
で
す
。
右
脳
は
想
像
力
な
ど

を
受
け
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
頭
が
ぼ
ん
や
り
す
る
と
き
や
ア
イ
デ
ア
が
う
ま

く
出
ず
、
煮
詰
ま
っ
た
と
き
な
ど
に
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

米
・
食
味
鑑
定
士
／
お
米
ラ
イ
タ
ー

●
柏
木
智
帆

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤
喜
久
雄

お
弁
当
の
ご
飯
と

お
か
ず
の
理
想
の
割
合
は
？

指
出
し
体
操
で

　
　
　
右
脳
を
鍛
え
る

7



女性部・青壮年部

レポート

青壮年部Report

農業簿記において、Ｗｅｂ簿記システム入
力会では操作方法を教わる機会があること
は知っていますが、より基礎的な内容の農
業簿記講習会を開催してほしいです。

役職員との意見交換会が行われ
ました。意見交換会で出た意見
と回答を抜粋して掲載します。

2月13日女性部Report

　ハピネス倶楽部は「厚生病院内講座・ランチ会」
を開き、９人が参加しました。講座では、管理栄
養士が「脂肪をためない食生活」をテーマに栄養バ
ランスの重要性等について解説。その後のランチ
会では、今年度の活動を振り返るとともに、来年
度の計画について話し合いました。

健康管理について理解を深める
ハピネス倶楽部「厚生病院内講座・ランチ会」

３月12日

講座を聞く参加者ら 農業簿記の基礎については、
ＪＡ職員による講習会の開
催が可能です。パソコンを
使った農業簿記の方が正確
に早く覚えることができま
すので、開催を検討します。

A

Q

●お問合せ
　組合員相談課 ☎２２-９５２７

10

スケジュール 講座内容 （ ★…親子で参加可能） 受講料
（ＪＡからの助成金を引いた自己負担額）

第１回 2026年６月３日㈬ お花のワークショップ（リース） 材料費 1,800 円
第２回 ８月 ★〈夏休み企画〉観光バスに乗って視察研修 詳細後日
第３回 ９月 あんこを使った和菓子作り 材料費 500円
第４回 10月 ヨガ 詳細後日
第５回 12月 ★クリスマスケーキ作り 材料費 1,500 円
第６回 2027年１月 手作りウインナー 材料費 1,000 円
第７回 ３月 ランチ会 詳細後日

■募集対象者
　吉田町・牧之原市・御前崎市（旧御前崎町）在住の20～40代くらいまでの女性
■申込方法
　申込書：必要事項を記入し、組合員相談課までお持ちください。
　メール：U08026@hainan.ja-shizuoka.or.jp宛に必要事項を送信してください。
　ＬＩＮＥ：二次元コードを読み込み「組合員相談課」を友だち登録し、必要事項を送信してください。
　必要事項　①氏名　②住所　③電話番号　④生年月日　⑤託児の有無　⑥お子さまの年齢
■お問合せ　組合員相談課☎22-9527
■受講内容　下記のとおりです。時間：午前９時30分～正午（予定）

※年間を通しての受講となります。

広報誌 2026 年４月号　組合員相談課　宛

ＬＩＮＥ「組合員相談課」
からのお申込みは
こちら！

①氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ ③電話番号
－　　　－

⑤託児の有無 有　・　無
⑥（有の方）お子さまの年齢

歳

②住所 〒 ④生年月日
　　　　年　　月　　日

Ｓ
・
Ｈ

ハピネス倶楽部申込書

ハピネス倶楽部 参加者募集！ハピネス倶楽部 参加者募集！



女性部・青壮年部

レポート

お問合せは
各営農経済センターへ 西部C 53-2024　東部C 22-9526 お問合せは

各営農経済センターへ 西部C 53-2024　東部C 22-9526

春らしい陽気となり、本格的な農作業の時期となってきました。日中の寒暖差もありますので、
体調管理に注意して農作業を行ってください。

茶
　農薬の使用法や飛散に注意するとともに、ホース・タンクな
どの洗浄を徹底しましょう。
■ 病害虫防除
●アブラムシ、チャトゲコナジラミ、ツマグロアオカスミカメ
・薬剤：ウララＤＦ（1,000倍－７日－１回）、
　　　　またはダントツ水溶剤（4,000倍－７日－１回）
・目安：４月上旬まで
※�茶ちゃっとフロアブル（2,000倍－14日－１回）は結晶硫マ
グ・コサイド3000（銅剤）と混用不可

■ 一番茶摘採
　一番茶芽の生育状況をよく観察し、茶期前はもちろん、茶期中
であっても芽伸びをよく観察し、適期摘採を徹底してください。
◎浅めの摘採　※一番茶芽を１節残す
・�二番茶芽の伸びが良くなる→生産性の良い茶園づくりに繋が
ります。
・�古葉や赤棒が入らない→荒茶の品質低下の要因がなくなります。
×深い摘採　※一番茶新芽が残らない
・�二番茶芽の伸びが悪くなる→樹勢が悪く、生産性の悪い茶園
になってしまいます。
・古葉や赤棒が入りやすくなり、荒茶品質が低下します。

■ 一番茶後の管理
　二番茶の品質や生育は摘採後の施肥が影響します。一番茶が
終わったらなるべく早く施肥してください。土中への酸素補給
を兼ねて土と良く混ぜましょう。
・肥料：10ａ当たり
　配合コース…５ＪＡ共通ＬＣ配合　５袋（100kg）
　標準コース…苦土入り茶化成　３袋（100kg）
　環境コース…５ＪＡ共通さかな配合　３袋（60kg）
●遅れ芽ならし
　一番茶を早期に摘採した茶園を中心に「遅れ芽」が発生します。
そのままにすると二番茶に混入し、品質を落とします。質の良
い二番茶を生産するために、遅れ芽ならしを行ってください。
・時期：一番茶摘採20日後
■ 中切り・深刈り更新
　樹勢が強く生産力が高い茶園をつくり、良質茶を生産するた
めに、一番茶後に更新しましょう。経営面積の25％から30％
を目安に計画的に更新を行いましょう。
・一番茶後更新・中切り更新→地上30～50cm
・深刈り更新→深さ10～20cm（枝の太さ５mm）

東部営農経済センター
ＴＡ・紅林　慎史

果　樹
イチジク� 　
■ 作業 （芽かき）
●時期：芽が５cm以上に伸びてから
　樹勢が強くなりすぎない横向きの芽を残します。残した芽と
芽の間隔は50cm程度とします。

ミカン� 　
■ 防　除
●時期：４月中下旬
・ミカンハダニ、サビダニ、ヤノネカイガラムシ　
　アプロードエースフロアブル1,000倍（14日－２回）と、
　アタックオイル100倍（使用基準－-－）の混用
●時期：開花３分咲きの頃
・灰色カビ病
　フロンサイドＳＣ　2,000倍（30日－１回）

・訪花害虫、スリップス
　ロディー乳剤　2,000倍（７日－４回）

ブドウ� 　
■ 作業 （芽かき）
●時期
　１回目は展葉２～３枚のとき、不定芽（芽座以外から出た芽）
をかく。
　２回目は展葉８～10枚のとき、新梢を誘引して、合わせて
副芽（わき芽）もかく。
　芽かきを行うことで、樹勢の調節や新梢の勢力を揃えます。
■ 防　除
●時期：展葉２～３枚
・黒とう病
　ペンコゼブ水和剤　1,000倍（45日－２回）

東部営農経済センター
ＴＡ・岡村　剛幸

■ 播種の準備
　培土を10ａ当たり80kg程度、籾種を４kg用意してください。
　籾種は塩水選、種子消毒（薬剤：テクリードＣフロアブル）、
催芽を経て播種します。催芽は重要ですが、催芽しすぎると播
種時に芽が折れるため１mm程度で播種してください。購入し
た種子であっても塩水選、種子消毒は必ず実施してください。

■ 施　肥
●土壌改良材
①通常：とれ太郎　60kg（10ａ当たり）
②裏作跡地：けい酸加里プレミア34　40kg（10ａ当たり）
　けい酸肥料は作物を強くし、倒伏防止や病害虫の軽減、登熟
向上に役立ちます。追肥で真夏の高温対策にもなります。おい
しいお米を作るために積極的に施肥をしましょう。

水　稲 東部営農経済センター
ＳＡ・鈴木　洸希



i n format ion
JAハイナンからのお知らせ

ｉ 令和８年度廃棄資材の回収日程

　使用済農業資材の不法処分・不法投棄は絶対にやめましょう！
●�中国や東南アジアへのリサイクルプラスチック輸出禁止に伴い、国内でのリサイクルプラスチック
処理料金が高騰しております。令和８年度においても、世界情勢の変化や経済環境の影響により処
分料金が変更となる可能性がございます。何卒ご理解とご了承を賜りますようお願い申し上げます。

回 収 物 白羽営農経済センター 西部営農経済センター 東部営農経済センター 吉田営農経済センター

農業用マルチ、
ポリフィルム

５月12日㈫ ５月13日㈬ ５月14日㈭
10月７日㈬ 10月８日㈭ 10月14日㈬ 10月15日㈭

ダンポール、アゼナミ、
寒冷紗等、マルチ（西部） ６月10日㈬ ６月11日㈭ ６月17日㈬ ６月18日㈭

農業用ビニール
７月14日㈫ ７月15日㈬ ７月16日㈭

11月４日㈬ 11月５日㈭ 11月12日㈭ 11月13日㈮

肥料空袋、
農薬空容器

８月18日㈫ ８月19日㈬ ８月20日㈭ ８月21日㈮
12月９日㈬ 12月10日㈭ 12月16日㈬ 12月17日㈭

　お申込みは、回収月の前月末までに各営農経済センターへお願いいたします。
その他ご不明な点等ありましたら、最寄りの営農経済センターへお問合せください。
白羽営農経済センター　☎ 63-6190　　西部営農経済センター　☎ 53-2020
東部営農経済センター　☎ ２２-9529　　吉田営農経済センター　☎ 32-1125

お問合せ
ＪＡ静岡中央会　総務部　

☎054-284-9544（平日午前９時00分～午後５時00分）
　 koho@chu.ja-shizuoka.or.jp

回収時間　白羽・西部・東部営農経済センター：午前８時30分～午前11時00分
　　　　　吉田営農経済センター　　　　　　：午前８時30分～午前10時00分

ｉ 企画管理課からお知らせ

　静岡県のＪＡグループでは、消費者の皆さまから生産者や静岡県の農業に向けた応援メッセー
ジを募集しています。日頃感じている感謝や感想、応援の気持ちを言葉にしてみませんか？皆さ
まの温かいメッセージをお待ちしております。
■募集期間
　３月１日㈰～５月31日㈰
■募集テーマ
　農家さんに届けたい“ありがとう”
■商品
　農産物詰め合わせセットを20名様にプレゼント
　※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

■応募方法
①Ｗｅｂ
　特設サイトからＷｅｂフォームへアクセスし、農
家さんへの感謝や応援のメッセージを入力して送信
してください。
②応募箱
　県内ＪＡのファーマーズマーケットに設置してい
る応募用紙に記入し、応募箱に投函してください。

　いただいたメッセージは、特設サイトやＪＡグ
ループの広報媒体、各種メディア等を通じて生産者
へお届けします。

しずおか農業応援メッセージ
「農家さんに届けたい“ありがとう”」を募集します

※日程は諸般の事情により変更することがあります。
※ダンポール、アゼナミ、寒冷紗等の回収は年１回となります。
※回収させていただく廃材は当ＪＡでの購入分のみとさせていただきます。
※当日、回収対象物以外の持ち込みがあった場合、お持ち帰りを願います。
※農業資材のお求めは、使用済資材の回収に責任を持って取り組んでいるＪＡからお願いします。

お問合せ
・

お申込み

特設サイト



i n format ion
JAハイナンからのお知らせ

ｉ 令和８年度静岡県農業振興基金協会一般事業の募集

ｉ 企画管理課からお知らせ

サツマイモの苗植え・収穫を
体験してみませんか？

お問合せ　
公益社団法人　静岡県農業振興基金協会

☎054-284-9545

お申込み・お問合せ　
企画管理課　☎22-9546

（平日午前９時00分～午後５時00分）

　営農企画課が農業経営で管理する畑でサツマイモの
苗植え・収穫を体験してみませんか？収穫体験後には、
キュアリング処理したものをプレゼントいたします。ご
応募お待ちしております！

■日程
　苗植え：５月頃　収穫：11月頃
　※いずれも平日の開催を予定しております。
　※詳細につきましては、天候や生育状況を考慮して調
　　整しますので、決まり次第ご連絡いたします。
■場所
　ＪＡハイナン中原製茶工場（御前崎市白羽4964）付近の畑
■募集人数　
　10名程度　※応募者多数の場合、抽選となります。

　農業振興基金では、令和８年度の助成事業（一般事業）
を募集しています。
　農業の担い手育成、農業振興（技術改善、新商品開発、
販売促進、安全安心、鳥獣害等）、農村振興（グリーン
ツーリズム、食農教育、朝市開設等）に取り組む農業者
等の組織（２名以上）に対し、活動経費の1/2以内（限度
額有）を助成します。
　申請書案を作成し、５月下旬の事前審査（ヒアリング）
を受け、６月末までに申請書を提出いただきます。事業
は４月１日から実施可能です。
　対象事業、手続き等の詳細は、同基金協会、最寄りのＪ
Ａ営農指導担当、県農林事務所企画経営課、市町農業振
興担当等にお問合せください。
　申請様式や詳細は、ホームページでご覧いただけます。

予約制ですので、下記連絡先までご連絡ください。

◎税務相談のお知らせ

【連絡先】　組合員相談課 ☎２２-９527

５月22日㈮ 午後１時30分～（予定）

6月１8日㈭ 午後１時30分～（予定）
日 

時

会 

場
ＪＡハイナン 本店 
　　　　営農経済部 応接室

組 合 員� 15,568人
（正　   5,550人
准　 10,018人）

出 資 金� ７億8,521万円

貯 金 残 高� 2,072億　976万円

貸 付 金 残 高� 411億1,561万円

長期共済保有高� 5,305億　435万円

購買品取扱高� 30億2,693万円

販売品取扱高� 24億3,496万円

茶 取 扱 高� 17億　  74万円

■DATA （令和８年２月末現在）

もしくは二次元コードを読み込み、必要事項を入力してください。

収穫後に適切な環境で管理し、表面の傷をふ
さがせたり、余分な水分を調整したりして、
腐敗を防ぎ日持ちをよくする処理のこと

キュアリング
とは

理事会の動き 日時：令和８年２月27日（金）午後１時30分

第１号議案　令和８年度内部監査計画について

第２号議案　令和８年度事業計画（行為・数値）について

第３号議案　令和８年度コンプライアンスプログラム

　　　　　　の設定について

第４号議案　役員候補者（学識経験理事、学識経験監事、

　　　　　　員外監事、および青年担い手理事）の推薦

　　　　　　について

第５号議案　事業資金の条件変更について

全５議案が協議・承認されました
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ほうせん館 情 

報ほうせん館 情 

報

c ook i n g  t i m e
旬の食材で作るおうちれしぴ 材料（４人分）

 タケノコは、掘りたては生でも食べられますが、時間が経つ
ごとにえぐみが出るのですぐに下茹でしましょう。茹でた後、
全体が水に浸かるようにすれば冷蔵庫で１週間保存できます。
　硬めの根元部分は薄切りやさいの目切りにして炊き込みご飯
に、歯ごたえがある中心は煮物や天ぷらにするなど、部位ごと
に使い分けて調理するのがおすすめです。

形がよく、ずっしりとして
いるものを選びましょう

切り口がみずみずしく、
根元のいぼが少ないもの
を選びましょう

①タケノコは大きめのみじん切りにする。小ネギは飾り用に３、
４cm 幅に切って少し取っておき、残りを小口切りにしておく。
Ａをボウルに入れてよくこね、食べやすい大きさに丸めてつく
ねを作る。

②フライパンを温めて油をひき、つくねを並べる。中火でこんが
り色がつくまで焼き、ひっくり返してふたをして５分ほど蒸し
焼きにする。ふたを取ってひっくり返しながら焼き上げる。串
を刺して透明の肉汁が出るようになったらＢを混ぜ合わせて入
れ、少しとろみがつくまで火を入れて、つくねに絡める。

③皿に盛り、❶で取っておいた小ネギを散らして出来上がり。

●�タケノコをレンコンやキノコなど季節の野菜に
替える

●さんしょうをひと振りして大人向けに
アレンジ

タケノコタケノコ

料理研究家●和田麻紀子料理研究家●和田麻紀子

タケノコ入り鶏つくね

鮮度が命

Ａ
　タケノコ（ゆでたもの）････  100ｇ
　鶏ひき肉･･･････････････  400ｇ
　小ネギ･･･････････  ４本（40ｇ）
　卵･････････････････････････  １個
　片栗粉･･･････････････  大さじ２
　おろししょうが･････････  10ｇ
　塩･････････････････  小さじ 2/3
　こしょう･･････････････････  少々
油････････････････････････････  適量

Ｂ
　しょうゆ････  大さじ２
　酒･･･････････  大さじ２
　みりん･･････  大さじ２

フ
レ
ッ
シ
ュ

フ
レ
ッ
シ
ュ

  

イ
ン
フ
ォ
メ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シュンシュン旬旬

農家さん直売のタケノコは、
ほうせん館でお買い求めください！

営業時間　午前９時〜午後５時
牧之原市細江1986-1　 24-1177
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【お便り紹介】

ペ
ン
ネ
ー
ム　
や
お
さ

　
ま
ち
が
い
さ
が
し
、
４
個
ま
で
は
す
ぐ
に

見
つ
か
り
ま
す
が
、
５
個
目
を
見
つ
け
る
の

が
な
か
な
か
大
変
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
月
号
か

ら
イ
ラ
ス
ト
が
変
わ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

牧
之
原
市　
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん

　
急
に
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
河
津
桜
を
見

に
行
っ
て
、
人
混
み
の
中
で
春
の
訪
れ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
心
も
体
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

本
店
近
く
の
勝
間
田
川
沿
い
の
桜
並
木

も
綺
麗
に
咲
く
の
で
、
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
今
月
号
が
皆
さ
ま
の
お
手
元

に
届
く
頃
に
は
、
見
頃
を
迎
え
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

牧之原市　細波川柳会作品
細波川柳会　代表・大石文子　☎0548(22)3446

レ
モ
ネ
ー
ド
飲
め
ば
ホ
ッ
ト
な
気
分
な
り

�

飯
塚　

直
美

ま
だ
や
れ
る
気
持
ち
ば
か
り
で
歳
を
と
る

内
田　
　

敦

耳
と
お
い
ば
ば
に
お
り
ん
は
強
く
打
ち

奥
林　

五
津
夫

初
広
報
火
事
発
生
の
声
ひ
び
き

大
石　

博
美

お
餅
つ
き
復
興
イ
ベ
ン
ト
照
国
寺

大
石　

文
子

本
日
の
お
す
す
め
カ
ニ
は
期
限
明
日

杉
山　

星
こ

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
丸
き
に
育
ち
夕
餉
ま
ち

原
川　

正
志

此
の
頃
は
Ｊ
Ａ
だ
け
に
お
願
い
中

山
下　

四
郎

冬
の
底
あ
か
ぎ
れ
の
指
ち
ょ
い
隠
し

山
村　

セ
ツ
子

◀
吉
田
町
　
山
本
誠
さ
ん

▲牧之原市　榛地春美さん

※こちらのフォームで
は個別の返信を行いま
せんので予めご了承く
ださい。

ご意見・ご要望フォームご意見・ご要望フォーム

編集後記：
施設見学会。入組９年目にして、自分も初めて坂部
みかん選果場内に入りました。１年目のときに選果
選別を体験する予定でしたが、その年のミカンが少
なくてできず……。興味深そうに見学する参加者の
皆さまの様子を見られて、企画して良かったと思い
ました。

（おおしま）
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■ 発行日／令和８年4月１日　■ 発　行／ハイナン農業協同組合
■ 印　刷／松本印刷株式会社　■ 編　集／総務企画部企画管理課

2026

4

●�当選者の発表は発送をもってかえさせていた
だきます。
●�クイズに応募いただいた皆さまの個人情報は
当選者へのプレゼント発送のため利用させて
いただきます。また、お寄せいただいたご意
見等は当広報誌「お便り紹介」に掲載させてい
ただく場合があります。

Webで応募

二次元コードを読み込み、
回答してください。

ハガキで応募

※郵便料金不足の場合、お受け取り
できませんので、ご了承ください。

①レッツ！脳トレの解答
②郵便番号と住所
③氏名･年齢
④�ご 意 見・ご 感 想を記入し、
下記宛先（企画管理課）までご
応募ください。

レッツ！

脳トレ クロスワード
パズルCrosswordpuzzle

ま さ がしちがい
下の２枚のイラストには違う部分が５カ所あります。
その箇所を右の番号でご応募ください！

締切：5月1日（金）消印

牧之原市静波　拓也さん・菜津美さんのお子さま

令和３年９月、令和７年８月生まれ

河原﨑 莉
り

愛
あ

 ちゃん（４歳）㊧
　　　 絃

い

斗
と

 くん（0歳）㊨

いつも仲良しな２人。イタズラを覚えてきた弟にもニコニコ優
しくしてくれるお姉ちゃん！これからも笑顔いっぱいの２人で
いてね！

管内在住のお子さま、お孫さまを広報誌に掲載しませんか?
企画管理課、または最寄りの支店・センターまでご応募ください。

広報誌表紙モデル募集！

前号の脳トレ解答：
まちがいさがし/１・４・６・７・11
【応募者数】150人
【正解者数】147人

正解者の中から抽選で５名様に、
「新茶・望（つゆひかり）」をプレゼント！

ＪＡハイナン　企画管理課　　〒421-0422 牧之原市静波73-5　●0548-22-9546（直通）ＪＡハイナン　企画管理課　　〒421-0422 牧之原市静波73-5　●0548-22-9546（直通）お問合せ




